
試験内容

No. 科　目　名 担当教員 No. 科　目　名 担当教員

1 Advanced English for Real Estate Business（再） 今関　豊和 10 土地と建物の経営 浜島　裕美/西村　愛/麻　剣英/中城　康彦

2 社会思想史 上野　大樹 11 借地借家法・区分所有法 浜島　裕美

3 課題探求セミナーⅡ 鍛治　広真 12 地理情報システム 表　明榮

4 不動産トラブルと法 兼重　賢太郎 13 測量と地図（2年） 表　明榮

5 建築史 岸　佑 14 家族法 藤田　有紀

6 マクロ経済学 金　東煥 15 不動産学卒業演習 前島　彩子/小松　広明

7 都市計画の基礎（再） 小杉　学 16 エアラインビジネス論 米倉　義友

8 集合住宅管理論 小杉　学 17 ヒューマンリソースマネジメント論 米倉　義友

9 建築設備 斎藤　千尋



追試験・再 試 験 要手続

科  目 Advanced English for Real Estate Business（再） 

担 当 者     今関 豊和 

教科書、配布資料等の持ち込み不可 

詳細はmanabaにて対象者に告知します。 
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追 試 験・再 試 験 要手続

科  目 社会思想史 

担 当 者     上野 大樹 

・持ち込みは一切不可。

・授業中に提示した候補問題より出題するので、事前にしっか

りと準備した上で試験に臨むこと。
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追 試 験・再 試 験 要手続

科  目 課題探求セミナーII 

担 当 者     鍛治 広真 

教科書と自筆ノートの持ち込みを認める。 
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追試験・再 試 験 要手続

科  目 不動産トラブルと法 

担 当 者     兼重 賢太郎 

自筆のノート、配付資料のみ、持ち込み可。 

試験範囲は、期末試験と同じ。 
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追 試 験・再 試 験 要手続

科  目 建築史 

担 当 者     岸 佑    

 教科書・ノートのみ持ち込み可  
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追 試 験・再 試 験 要手続

科  目 マクロ経済学 

担 当 者     金 東煥 

試験要領は定期試験と同じ 

試験時間は 60分 

試験範囲は、講義シラバス全部 

持込不可（ただし、計算機能のみの電卓は使用可） 

筆記用具、学生証を持参すること

以上 
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追 試 験・再 試 験 要手続

科  目 都市計画の基礎（再） 

担 当 者     小杉 学 

・定期試験と同様の試験を行います。

・持ち込み不可です。

7



追 試 験・再 試 験 要手続

科  目 集合住宅管理論 

担 当 者     小杉 学 

・定期試験と同様の試験を行います。

・持ち込み不可です。
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追 試 験・再 試 験 要手続

科  目 建築設備 

担 当 者     斎藤 千尋 

試験の出題範囲、実施要領は、定期試験と同様である。 
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追 試 験・再 試 験 要手続

科  目 土地と建物の経営 

担 当 者     浜島 裕美/西村 愛/麻 剣英/中城 康彦 

持ち込み：電子機器以外、全て持ち込み可 

出題形式：選択式・記述式 

配 点 ：各回 5点+下記問題 2点、計 52点 

注 意 ：各回を担当した教員ごとに出題・採点をするため、解

答用紙 4枚に学籍番号・氏名を記入すること 

2 点問題：「土地と建物の経営」の授業で最も印象に残った回の

内容とその理由を記載しなさい。 
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追試験・再 試 験 要手続

科  目 借地借家法・区分所有法 

担 当 者     浜島 裕美 

持ち込み：電子機器以外、全て持ち込み可 

試験範囲：借地借家法・区分所有法の全範囲 

試験形式：穴埋め問題を 25問出題する（1問 1点） 

合格条件：現在の持ち点に、再試験の得点を加算して 60点取る

こと 

※現在の持ち点はmanabaで確認すること
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追試験・再 試 験 要手続

科  目 地理情報システム 

担 当 者     表 明榮 

追試験・再試験は、授業時間で説明した期末試験実施の形式・

要領と同じ方式で実施する。  

（持ち込み不可） 
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追 試 験・再 試 験 要手続

科  目 測量と地図（2年） 

担 当 者     表 明榮 

追試験・再試験は、授業時間で説明した期末試験実施の形式・

要領と同じ方式で実施する。  

（持ち込み不可） 
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追 試 験・再 試 験 要手続

科  目 家族法 

担 当 者     藤田 有紀 

【試験範囲】家族法全般（親族法、相続法） 

【持込可否】紙媒体（教科書、講義資料、ノート等）であれば

すべて持込可（電子機器の持込は不可） 

【試験内容】中間テストと期末テストの問題の中から重要基本

問題を抽出して出題。また、親族の種別、親等、法定相続人、

法定相続分、遺留分等、基礎的な知識を獲得しているかについ

ても確認するので、必ず回答できるようにしておくこと。 

【その他】manabaのコースニュースにも追再試験の詳細を掲示

するので、手続前に確認しておくこと。 
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追試験・再 試 験 要手続

科  目 不動産学卒業演習 

担 当 者     前島 彩子/小松 広明 

※試験とレポートを実施するため、両方の掲示を確認すること。 

再試験は 2 つある。どちらか一方のみが対象の場合もあるし、

両方対象の場合もある。自分がどちらの対象になっているかは、 

manaba から確認すること。 

●宅建試験（試験日：２月１２日）

・持ち込みなし。

・試験内容の詳細は、manabaコースニュースで確認すること。
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追 試 験・再 試 験 要手続

科  目 エアラインビジネス論 

担 当 者     米倉 義友 

自筆手書きA4裏表資料持ち込み可 
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追 試 験・再 試 験 要手続

科  目 ヒューマンリソースマネジメント論 

担 当 者     米倉 義友 

自筆手書きA4裏表資料持ち込み可 
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